






要約:小児がんは治癒可能な病気になりつつあるといえるが、いまだ不幸な転帰をとる患

児が存在することも事実である。10 例の患児の実際の経験より、最終的には、身体障害

の面や末期症状としての疼痛や呼吸困難のために施設内にてターミナルをむかえることに

なるかもしれないが、在宅期間を可能な限り長くできるように努力されるべきと考えられ

た。そのためには、初診時よりの患児および家族にたいする疾病教育が重要な要素となる

が、在宅を可能にするための訪問看護の現状は満足できるものではなく、地域の保健婦活

動を含めた訪問看護の充実が望まれる。


